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平成２年度第３回志太榛原圏域会議の各委員の意見と対応 

１ 自立支援、介護予防・重度化防止 

委員名 意 見 意見に対する対応（圏域計画の修正等）

石井委

員（榛原

医師会） 

・予防中心の施策にするべきで、現在進め

ている「通いの場」を住民主体自身が作

っていくシステムを自治体が積極的に後

押しすべきである。それにより、フレイ

ル該当者が少なくなり、認知症の発症率

も低下し、介護認定率も下がる。 

・上記に基づき具体的に目標を決め進めて

ゆくべきである。 

・介護、医療を取り巻く状況は老齢人口の

増加に伴いますます厳しくなってきてい

る。今ここで、積極的に予防施策を勧め

なければ状況はより以上に悪化するであ

ろう。 

・予防事業の効果はすぐには効果が出ない

し、このコロナ禍でなかなか困難な事も

多い。しかし志太榛原地区が積極的に推

し進めてゆけば少しずつ状況は好転す

る。 

・是非とも、日本老年学的評価研究の勧め

る、住民主体の「通いの場」づくりを参

考にして計画を練り直して欲しい。 

・すぐに全体には動けないであろうから、

少しずつでも良いから官民一体となって

勉強し住民主体の「通いの場」を作り上

げたい。 

参考資料：テキストとして、日本看護協

会出版社 住民主体の楽しい「通いの場」

づくり 

日本老年学的評価研究のサイト、通いの

場でいきいき健康長寿 など 

 

・介護予防は重点項目であり、発症前から

の施策について積極的に取組んで参りま

す。「住民主体の通いの場」について、圏

域計画へ以下の文言を追加いたします。

 「誰でも参加できる住民主体の通いの場

を作り、増やし、継続・発展させること

により、地域づくりによる介護予防を積

極的に支援します。」 

 

 

 

 

 

 



（資料４） 

 2

２ 在宅医療・介護連携 

委員名 意 見 意見に対する対応（圏域計画の修正等） 

 ・ ・ 

 ・ ・ 

 ・ ・ 

 ・ ・ 
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３ 認知症施策 

委員名 意 見 意見に対する対応（圏域計画の修正等） 

 ・ ・ 

 ・ ・ 

 ・ ・ 

 ・ ・ 

 

 



（資料４） 

 4

４ 介護サービス 

委員名 意 見 意見に対する対応（圏域計画の修正等） 

 ・ ・ 

 ・ ・ 

 ・ ・ 

 ・ ・ 
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５ その他（介護人材の確保） 

委員名 意 見 意見に対する対応（圏域計画の修正等） 

鈴木委員

（特別養

護老人ホ

ーム） 

・現状と課題で、介護人材には充実した育

成制度が必要としながら、対応では育成

に関しては、具体策が少ないと感じまし

た。（コロナ禍で ZOOM での研修が多くな

っているので、そのような手段を使って

の他施設との交流が出来るのではないか

と思います。） 

・介護人材の確保には、充実した育成制度

が必要ですが、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大により、従来方式の研修の

実施が難しくなっております。代わりに

従来方式以外の方法も模索・進展してお

りますので、以下の文言を圏域計画に追

加いたします。 

「感染症流行下で、ICT化による研修機会

の拡大と施設間交流を進めることによ 

り、育成制度の充実を図ります。」 

 ・ ・ 

 ・ ・ 

 ・ ・ 
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６ 計画以外（報告事項等） 

委員名 意 見 意見に対する対応 

牧田委員

（藤枝市

地域包括

ケア推進

課長） 

・感染症対策については、コロナに関わら

ず、今後掲載を検討していってもよいか

もしれませんね。 

・感染症対策の推進については、本計画第

２部施策の推進第１誰もが暮らしやすい

地域共生社会の実現４安全・安心の確保

（５）感染症対策の推進で明記しており

ます。 

植田委員

（牧之原

市長寿介

護課長） 

・ リハビリテーション、広域支援センタ

ー、支援センター、協力機関の分けが分

かりづらいです。機関の登録だけでな

く、そこから派遣される方への教育（市

町の事業の事、ケアマネジャーの要望、

地域の課題を何も知らず送られても次

に続かない。「あの人に頼んでも意味な

いからやめようか、期待はずれだった」

と思う事例があったため）を行ってほし

いです。人を指名して選べたらいいが、

近隣の機関で決定されている状況です。

 

・リハビリテーションにつきましては、御

指摘のとおり、大変分かりづらい状況に

なっております。令和３年度からは志太

榛原圏域でも地域リハビリ広域支援セン

ターが市町の介護予防事業に協力するリ

ハビリ専門職の派遣調整を行う予定でご

ざいます。より効果的な地域リハビリテ

ーションの強化推進が図れますように、

いただきました御意見を派遣事業実施主

体につなげて参ります。 

植田委員

（牧之原

市長寿介

護課長） 

・ 認知症施策の家族が認知症に対してう

まく対応できないケースの施策として、

認知症に関する知識の更なる啓発とは

何をどのように行うのでしょうか。具体

策が見えません。 

・認知症に関する理解促進につきましては、

一定程度の周知が進んでいる一方で、「我

が事、家族の事」になるまで、理解が進

んでいない場合も往々にございます。従

来の認知症サポーター、子どもへの施策

のみではなく、その他の人々への理解促

進を進める施策を本計画で提示しており

ます。 

錦野委員

（志太医

師会） 

・コロナ禍での経験を大切にした計画も考

えて行きたい。 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大は

全ての人々に様々な影響をもたらしてお

ります。経験出来たこと、経験出来なか

ったことを大切にしながら、今後の施

策・事業実施を丁寧に進めて参りたいと

思います。 

 


